
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年１２月２４日 ０１時１０分頃 

発生場所 福岡県北九州市藍
あいの

島南西方沖 

 白洲
し ら す

灯台から真方位１５６°２８０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５８.９′ 東経１３０°４７.６′） 

事故の概要  漁船第二十八日
ひ

の出
で

丸は、航行中、干出浜に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和８年３月９日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第二十八日の出丸、１９トン 

 ＮＳ２－１３８２８（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船尾部船底に擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風速 約５m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

 事故の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、関門港小倉区で活魚の運搬を終

え、法定灯火を表示し、長崎県佐世保市相浦
あいのうら

港に向けて帰航を開始

した。 

 船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、操舵室右舷側

の操縦席に腰を掛けて手動操舵で単独の操船に当たり、本船を関門第

２航路に沿って約９ノットの対地速力で北西進させた。 

 船長は、北九州市馬島の南西方沖で、藍島東方沖から南進する貨物

船（以下「行会い船」という。）を右舷船首方に認め、本船を右転さ

せて左舷対左舷で通過することとした。 

 船長は、藍島南東方沖で行会い船を通過後、本船を緩やかに左転さ

せて藍島南方沖で西進とし、手動操舵から自動操舵に切り替えた。 

 船長は、本船が西進中、右舷船首方に白洲灯台の灯光を視認した。 

 船長は、白洲灯台の灯光がふだんより近くに見えたものの、目測で

本船の予定進路が同灯台の南方から安全な距離を保って通過できると

感じたので、このまま西進しても問題ないと思い、ＧＰＳプロッター

やレーダーで船位を確認することなく、目視のみで白洲灯台との距離

を確認しながら操船を続けた。 

 船長は、本船が西進中、船底から衝撃を感じたので主機操縦レバー

を中立とした。周囲を確認したところ、本船は白洲灯台南方の干出浜

（以下「本件干出浜」という。）に乗り揚げていた。 

（図１ 参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、本船に負傷者がおらず、また、本船の損傷が軽微であり航

行に支障がなかったので、自力で離礁を試みたものの、本船を離礁さ

せることができなかった。その後、１１８番通報するとともに活魚養

殖業者へ本事故の発生を報告した。 

 本船は、上げ潮を待って、活魚養殖業者が手配したタグボートに

よって引き出され、自力で関門港若松区に向かった。 

 船長は、これまで本事故時と同じ時間帯に関門港小倉区から相浦港

に向けて、２０回以上航行した経験があった。 

 海図Ｗ１２６７（関門港西部）によれば、白洲灯台の周囲には、白

洲と称される干出浜が存在し、本件干出浜は白洲の一部で白洲灯台の

南方に約３００ｍ拡延している。 

 船長は、白洲灯台の周囲に干出浜があることは知っていたものの、

干出浜の範囲を確認したことがなかった。 

 本船のＧＰＳプロッターには、白洲灯台付近の等深線（本件干出浜

の拡延状況）が表示されていなかった。 

 本船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約２.０ｍであった。 

分析 (1) 本船は、関門第２航路を経由して藍島南東方沖で右転し、行会

い船を左舷対左舷で避航した後、緩やかに左転して西進を開始し

たことから、ふだんの航行経路よりも北方を航行し、白洲灯台に

接近する進路になったものと考えられる。 

(2) 船長は、本事故前、白洲灯台の周囲に干出浜があることを知っ

ていたものの、次のことから本船を西進させ続けたものと考えら

れる。 

① 船長は、干出浜の位置を確認したことがなく、南端を把握し
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ていなかった。 

② 船長は、目測で本船の予定進路が白洲灯台の南方から十分に

離れており、本船の進路まで干出浜が拡延していないと臆断し

た。 

③ 船長は、過去に何度も関門港まで往復した経験があり、これ

まで問題なく航行していた。 

④ ①～③から、船長は、改めて水路調査を行わなかったものと

考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、本件干出浜に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因  本事故は、夜間、本船が藍島南西方沖を西進中、船長が事前に水路

調査を行っていなかったため、本船が本件干出浜に乗り揚げたものと

考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、出航前に航行する海域及びその周辺の水路調査（浅瀬の

正確な位置及び水深の確認）を入念に行うこと。 


